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二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
船
員
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
、
船
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
よ
る
就
職
先

の
選
択
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
収
集
し
、
船
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
無
料
船
員
職
業
紹
介
事

業
者
等
に
提
供
す
る
こ
と
。

第
六
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
で
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事

業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
等
」
を
「
特
定
地
方
公
共
団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
無

料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
」
を
「
特
定
地
方
公
共
団
体
、
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
、
船
員
募
集
情
報
提
供
事
業

を
行
う
者
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
調
査
」
を
「
調
査
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
国
土
交
通
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
海
上
労

働
力
の
需
要
供
給
の
適
正
か
つ
円
滑
な
調
整
に
資
す
る
た
め
」
を
、「
地
方
運
輸
局
長
」
の
下
に「
か
ら
」を
加
え
、「
調

査
報
告
」
を
「
調
査
報
告
等
」
に
、「
資
料
を
集
め
、
そ
の
研
究
調
査
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
研
究
調
査
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
海
上
労
働
力
の
需
要
供
給
の
調
整
を
図
り
、
も
つ
て
雇
用
量
を
増
大
す
る
こ
と
」
を
「
情
報
を

収
集
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
の
整
理
、
分
析
、
公
表
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
求
人
等
に
関
す
る
情
報
の
的
確
な
表
示
）

第
十
八
条

地
方
運
輸
局
長
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
に
関
し
て
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
刊
行
物
に
掲
載
す
る

広
告
、
文
書
の
掲
出
又
は
頒
布
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
（
次
項
に
お
い
て
「
広
告
等
」
と
い
う
。）

に
よ
り
求
人
に
関
す
る
情
報
又
は
求
職
者
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
情
報
（
同
項
に
お
い

て
「
求
人
等
に
関
す
る
情
報
」
と
い
う
。）を
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該
情
報
に
つ
い
て
虚
偽
の
表
示
又
は
誤
解
を

生
じ
さ
せ
る
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

地
方
運
輸
局
長
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
に
関
し
て
広
告
等
に
よ
り
求
人
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
地
方
運
輸
局
長
は
」
を
「
地
方
運
輸
局
長
及
び
求
人
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、「
必
要

な
範
囲
内
で
」
の
下
に
「
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
地
方
運
輸
局
長
」
の
下
に
「
及
び
求
人
者
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
け
い
船
」
を
「
係
船
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
外
」
を
「
ほ
か
」
に
、「
け
い
船
」

を
「
係
船
」
に
、「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
第
二
章
第

二
節
中
同
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
求
人
者
へ
の
通
知
）

第
二
十
条

地
方
運
輸
局
長
は
、
船
員
職
業
紹
介
に
係
る
あ
つ
せ
ん
を
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
求
人
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
の
氏
名

二

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
の
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
船
舶
職
員
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
技
免
許
（
次
号
並
び

に
第
七
十
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
海
技
免
許
」
と
い
う
。）の
取
得
の
有
無

三

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
が
海
技
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
海
技
免
許
の
資
格
の
別
並

び
に
船
舶
職
員
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
履
歴
限
定
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
船
橋
当
直
限
定
及
び
機

関
当
直
限
定
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
機
関
限
定
並
び
に
同
条
第
六
項
の
限
定
（
第
七
十
四
条
第
四
号
に
お

い
て
「
履
歴
限
定
等
」
と
い
う
。）の
内
容

四

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
の
船
舶
職
員
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
操
縦
免
許
（
次
号
並

び
に
第
七
十
四
条
第
五
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
操
縦
免
許
」
と
い
う
。）の
取
得
の
有
無

五

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
が
操
縦
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
操
縦
免
許
の
資
格
の
別
並

び
に
当
該
操
縦
免
許
が
船
舶
職
員
法
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
操
縦
免
許
（
次
号
並
び
に
第

七
十
四
条
第
六
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
「
特
定
操
縦
免
許
」
と
い
う
。）で
あ
る
か
否
か
の
別
及
び
当
該
操
縦

免
許
の
船
舶
職
員
法
第
二
十
三
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
技
能
限
定
（
第
七
十
四
条
第
六
号
に
お
い
て
「
技

能
限
定
」
と
い
う
。）の
内
容

六

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
が
特
定
操
縦
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
操
縦
免
許
の
船

舶
職
員
法
第
二
十
三
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
履
歴
限
定
（
第
七
十
四
条
第
七
号
に
お
い
て
「
履
歴
限
定
」

と
い
う
。）の
内
容

七

当
該
あ
つ
せ
ん
に
係
る
求
職
者
の
次
に
掲
げ
る
証
明
書
の
受
有
の
有
無

イ

船
舶
職
員
法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
船
舶
職
員
法
第
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
証

明
書

ロ

船
員
法
第
八
十
三
条
の
六
第
二
項
（
同
法
第
八
十
三
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規

定
す
る
修
了
証
明
書

ハ

船
員
法
第
百
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
証
印
を
さ
れ
た
船
員
手
帳
又
は
同
項
の
航
海
当
直
部
員

適
任
証
書

ニ

船
員
法
第
百
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
証
印
を
さ
れ
た
船
員
手
帳
又
は
同
項
の
危
険
物
等
取
扱

責
任
者
適
任
証
書

ホ

船
員
法
第
百
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
証
印
を
さ
れ
た
船
員
手
帳
又
は
同
項
の
特
定
海
域
運
航

責
任
者
適
任
証
書

ヘ

船
員
法
第
百
十
八
条
第
三
項
の
救
命
艇
手
適
任
証
書

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条

削
除

第
三
十
二
条
を
削
る
。

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
二

地
方
公
共
団
体
の
行
う
船
員
職
業
紹
介

（
地
方
公
共
団
体
の
行
う
船
員
職
業
紹
介
）

第
三
十
二
条

地
方
公
共
団
体
は
、
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
旨
を
、
国
土
交
通
大
臣
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
に
お
い
て
取
り
扱
う
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
業
務
の
範

囲
（
以
下
「
取
扱
職
務
等
の
範
囲
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

職
員
（
船
員
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）又
は
部
員
の
別

二

商
船
又
は
漁
船
の
別

（
事
業
の
廃
止
）

第
三
十
二
条
の
二

特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ

の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
名
義
貸
し
の
禁
止
）

第
三
十
二
条
の
三

特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
自
己
の
名
義
を
も
つ
て
、
他
人
に
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行

わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
取
扱
職
務
等
の
範
囲
の
明
示
等
）

第
三
十
二
条
の
四

特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
取
扱
職
務
等
の
範
囲
、
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項
並
び
に
求
人
者

の
情
報（
船
員
職
業
紹
介
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
求
人
者
及
び
求
職
者
に
対
し
、
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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